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～ファイト黒崎で 

絆を深めよう～ 

 

 

 こちらは国語科の様子。担当の安達先生が、「おすすめの本」を選び、友達や下学年に紹介

するための資料作りをするように課題を配布。課題と言っても、タブレット上で配布するの

で、子ども達はタブレットを見ながらスライドを作成していくのです。 

 一方、下の写真は、社会科担当冨士先生が日本の国土について、「災害」から自分を守るた

めに土地のつくりと災害の場所を関連付けながら授業をしています。子ども達の画面には、

送られてきた資料が…「おお！すごい！」5 年生の子ども達は、純粋な心で学習に集中しな

がら災害の恐ろしさについて学んでいきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 6年生にこのようなアンケートをしてみました。半数の子ども達が中学校進学を楽しみにして

いる一方で、中学校生活がどのようになるのか不安を抱いている子どももいることがわかりま

した。そこでどのようなことが不安なのかを尋ねてみると… 

 学習面に対する不安があることはもちろんですが、多感な子ども達にとって、友人関係など

にも大きなウェートを占めていることが分かります。明日は中学校説明会。6 年生の子ども達

が、中学校進学に向けて少しでも安心できるよう、残り少ない小学校生活を応援してきます。 

 しかし現実の自分は？ 課題に取り組む姿勢が子どもによって違うことが分かりました。中

学校では、「課題」がはっきりと示され、評価されます。高校進学につながる大切な土台作りを

できるのは今がラストチャンス！意識を高めるためにも、ぜひご家庭でも積極的なお声掛けな

どのご協力をお願い致します。 


